
2011(平成23年)
No.72

市の花
（すずらん）

市の鳥
（うぐいす）

市の木
（ひのき）

総　数　34,963人(-37)

男　　16,690人(-25)

女　　18,273人(-12)

世帯数　13,265世帯(+9)

平成23年11月1日現在
( )内は前月比

2・3……… 宇陀市立病院新本館の一部がオープン
4～6……… 議会だより
7……………行政改革の効果額を発表します
8・9……… 平成23年度上半期予算執行状況
10・11……市職員の給与や職員数など人事行政の運営状況
12～15……まちのわだい・人権コーナー
16・17……保健センター情報・子育て支援コーナー
18～21……相談・募集・みんなの掲示板・市立病院だより
22～29……お知らせ
30………… 織田家宇陀松山藩をたどる、平成23年度むし歯予
防ポスター入賞作品

【内　容】

【マスコットキャラクター】
ウッピー

宇陀市防災総合訓練のようす（10月30日開催／場所：菟田野中学校運動場）
［写真左上：避難訓練　　左下：バケツリレーによる初期消火訓練　　右上：道路障害物除去訓練　　右下：河川越水対策訓練］
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広報うだ　 2

平
成
２２
年
６
月
か
ら
工
事
を
し
て
い
た
宇
陀
市

立
病
院
の
新
本
館
の
一
部
が
完
成
し
、
１２
月
２６
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

供
用
を
開
始
す
る
の
は
、
放
射
線
部
門
（
１

階
）、
検
査
部
門
（
１
階
・
２
階
）、
手
術
部
門（
３

階
）、
人
工
透
析
部
門
（
３
階
）、
入
院
病
棟
（
４

〜
７
階
）な
ど
で
す
。

新
本
館
と
現
在
の
建
物
を
併
用
し
て
の
診
察
に
な

り
ま
す
。
館
内
の
案
内
が
複
雑
に
な
り
、
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
外
来
診
察
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
現
在
の
場
所
で
診
察
を
行
い
ま
す
が
、
近
々
東

館
に
移
る
予
定
で
す
。

詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、「
広
報
う
だ
」
な

ど
で
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【市立病院新本館】

新本館への引越しのため、外来
診察はお休みさせていただきま
す。
休診日：12月22日（木）～25日（日）
皆さまのご理解とご協力をお願

いします。

新本館に引越しします
新本館の完成に伴い、次のとおり引越作業

を行います。
引越期間中は、作業を迅速に行うため、館

内のエレベーターを使用します。
また、館内では多くのスタッフが作業して

いますので、引越作業期間中は、入院患者さ
まへの面会は極力ご遠慮をお願いします。

【引越作業】12月22日（木）～25日（日）
〈終日〉

内覧会（一般者見学会）を行います12月22日（木）は、休診します

【入院病棟内】 【手術室】

【新本館の位置】

新本館の一部オープンに先立ち、次のとおり内覧
会（一般者見学会）を行います。

○日時 12月17日（土） 午後1時～午後4時
18日（日） 午前10時～午後4時

○場所 宇陀市立病院　新本館
※申し込みは不要です。直接会場へお越しください。
※内覧会では、空気の清浄さを保つ必要がある手術
室や精密機器の設置場所など見学できないところが
ありますので予めご了承ください。順路に従っての
見学に、ご協力をお願いします。

※今後、工事にともない市立病院への出
入り口は、北側からの出入りになります。
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新本館・北館のご案内
新病院は、一般病棟を176床、最新のMRIやCTなど、

高度医療機器を配備するとともに、外来部門や手術、
救急部門の充実、さらには透析ベットを20床から30床
に増設し、病院機能全般にわたり充実を行いました。
【各階の平面図は下記のとおりです。】
また、療養環境にも配慮し、病室面積の拡張や個室

の増室を行うとともに災害拠点病院に準じた機能を確
保しています。
〈今後の工事予定〉
新病院の建設工事は引き続き既存建物の解体、外来

棟の建設などを行い、平成25年春の完成を目指します。

［北館］ ［新本館］

［北館］
［新本館］

［北館］
［新本館］

［北館］

管理部門

リハビリテーション科

放射線科

栄養科

薬剤科

臨床検査科

管理部門

管理部門
手術室

人工透析室

管理部門

［新本館］

［新本館］
［北館］

［新本館］

［内科病棟］

［新本館］

［内科病棟］

［混合病棟］
外科・眼科・泌尿器科など

［整形外科病棟］
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第3回
定例会

宇
陀
市
議
会
だ
よ
り

審
議
し
た
案
件
と
主
な
内
容

平
成
２３
年
第
３
回
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
２６
日
ま
で
の
２２
日

間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
期
定
例
会
で
は
、
平
成
２３
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の

制
定
、
一
部
改
正
、
平
成
２２
年
度
の
各
会
計
決
算
審
査
認
定
な
ど
の

議
案
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
で
の
審
議
の
結
果
、
全
議
案
が
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
審
議
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

広報うだ　4

◆
予
　
算
　
関
　
係
◆

【
平
成
２３
年
度
補
正
予
算
】

◆
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
災
害
発

生
時
等
に
市
民
に
対
し
迅
速
に
情

報
を
伝
達
す
る
た
め
、
う
だ
チ
ャ

ン
１１
に
テ
ロ
ッ
プ
を
流
せ
る
装
置

の
設
置
費
用
や
将
来
の
財
政
負
担

に
備
え
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金

積
立
金
、
減
債
基
金
積
立
金
の
基

金
積
立
、
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
構

築
事
業
な
ど
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
０
２，
６
５
２
千
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

は
そ
れ
ぞ
れ
１
８，
４
７
４，
８
５

２
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
廃
棄
物
処
理
施
設
の

設
置
に
係
る
紛
争
の
予
防
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

産
廃
処
理
施
設
の
設
置
に
関

し
て
、
許
可
権
限
を
も
つ
県
に

お
い
て
は
、
住
民
参
加
手
続
を

定
め
た
も
の
が
な
い
た
め
、
廃

棄
物
処
理
法
の
範
囲
内
で
、
設

置
計
画
の
事
前
公
開
、
関
係
住

民
の
意
向
反
映
、
紛
争
の
予
防

に
関
し
て
必
要
な
事
項
を
定

め
、
紛
争
の
予
防
を
図
る
こ
と

に
よ
り
、
良
好
な
生
活
環
境
の

保
全
に
資
す
る
よ
う
条
例
の
制

定
を
行
い
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
病
院
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

今
回
の
条
例
改
正
は
、
現
在

施
工
中
の
宇
陀
市
立
病
院
建
設

事
業
の
第
１
期
事
業
分
の
完
成

を
控
え
、
知
事
の
許
可
を
得
て

新
病
棟
に
お
け
る
入
院
患
者
を

受
け
入
れ
る
た
め
の
手
続
き
の

一
環
と
し
て
、
診
療
科
目
並
び

に
病
床
数
変
更
の
条
例
改
正
を

◆
条
例
・
規
則
の
改
正
な
ど
◆

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
現
行
の

特
定
健
診
等
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム

が
、
本
年
度
末
に
て
、
保
守
や
更

新
契
約
の
満
了
を
迎
え
る
た
め
、

新
シ
ス
テ
ム
の
導
入
費
を
計
上
し

ま
し
た
。
財
源
に
は
、
県
の
予
防

事
業
に
関
す
る
国
保
特
別
調
整
交

付
金
を
充
当
し
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４，
８
０

９
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

４，
２
６
９，
８
０
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

今
回
の
補
正
予
算
は
、
平
成
２２

年
度
の
介
護
保
険
事
業
並
び
に
地

域
支
援
事
業
の
実
績
に
基
づ
き
、

国
、
支
払
基
金
、
県
に
対
し
て
の

返
還
金
を
計
上
し
ま
し
た
。
そ
の

財
源
は
、
前
年
度
繰
越
金
及
び
介

護
給
付
費
準
備
基
金
の
一
部
を
取

り
崩
し
、
ま
た
、
一
般
会
計
か
ら

過
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
繰
出

金
と
し
て
、
平
成
２２
年
度
の
地
域

支
援
事
業
包
括
支
援
・
任
意
事
業

の
精
算
確
定
に
よ
る
過
不
足
額
を

繰
り
入
れ
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
８，
９

３
７
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
そ
れ
ぞ

れ
３，
０
９
４，
６
３
７
千
円
と
し

ま
し
た
。

◎
決
算
審
査
認
定
に
つ
い
て
◎

平
成
２２
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
特
別
会
計
、

企
業
会
計
の
決
算
認
定
の
審
議
を

行
う
た
め
、
決
算
審
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
９
月
１５
日
と
１６
日
に

委
員
会
を
開
催
し
て
審
議
し
ま
し

た
。
９
月
２６
日
の
本
議
会
で
、
決

算
審
査
特
別
委
員
会
委
員
長
に
よ

る
審
査
結
果
の
報
告
の
後
、
平
成

２２
年
度
各
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て
す
べ
て
認
定
し
ま
し
た
。

○
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
市
営
霊
苑
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
歯
科
診
療
所
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定

○
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

○
土
地
取
得
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
保
養
セ
ン
タ
ー
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
市
立
病
院
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

○
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

次
の
専
決
処
分
に
つ
き
、
承
認

し
ま
し
た
。

◆
宇
陀
市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

現
下
の
厳
し
い
経
済
状
況
及
び

雇
用
情
勢
に
対
応
し
て
税
制
の
整

備
を
図
る
た
め
、
地
方
税
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
、
地
方
税

法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
及
び
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令
が
平
成
２３
年

６
月
３０
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と

に
伴
い
、
宇
陀
市
税
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
を
同
様
に
平

成
２３
年
６
月
３０
日
に
専
決
処
分
を

行
い
施
行
す
る
こ
と
を
承
認
し
ま

し
た
。

◆
専
　
決
　
処
　
分
◆
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宇
陀
松
山
城
登
城
道
整
備
の
早

期
実
施
と
重
伝
建
地
区
の
景
観

保
全
に
つ
い
て

春
日
神
社
か
ら
松
山
城
へ
の
登

城
道（
春
日
門
ル
ー
ト
）は
、
平

成
２２
年
度
に
業
者
施
工
１
３
０
メ
ー

ト
ル
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
よ
る
奉
仕

活
動
に
よ
っ
て
２
２
０
メ
ー
ト
ル
が

整
備
さ
れ
、
３
５
０
メ
ー
ト
ル
が
完

成
し
て
い
る
。
登
城
道
赤
砂
利
ル
ー

ト
は
、
平
成
２５
年
度
の
末
に
完
成
の

予
定
で
計
画
し
て
い
る
。
街
な
み
整

備
事
業
は
、
１０
年
の
計
画
で
進
め
ら

れ
て
お
り
、
環
境
整
備
は
街
な
み
環

境
整
備
審
議
会
で
、
ま
ち
の
方
々
と

相
談
を
し
な
が
ら
整
備
計
画
を
立
て
、

そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
優
先
順
位
等

を
整
え
て
、
県
や
国
と
連
携
を
と
り

進
め
て
い
く
。

公
共
施
設
の
除
草
業
務
等
を
行

う
部
署
の
集
中
化
に
つ
い
て

道
路
の
除
草
業
務
は
、
主
要
幹

線
道
路
に
つ
い
て
は
、
業
務
委

託
や
市
独
自
に
よ
り
作
業
し
て
お
り
、

そ
れ
以
外
の
支
線
は
、
地
元
の
自
治

会
、
そ
の
他
の
団
体
の
ご
協
力
を
得

て
作
業
を
し
て
い
る
。
公
園
等
に
つ

い
て
も
、
業
務
委
託
や
市
単
独
で
行

い
、
ま
た
、
地
域
の
団
体
、
地
元
自

治
会
ま
た
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
な
ど
の

御
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
現

状
で
あ
る
。
管
理
部
門
の
一
元
化
に

つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
も
期

5 広報うだ　2011.12

◆
そ
の
他
◆

行
い
ま
し
た
。

循
環
器
科→

循
環
器
内
科

消
化
器
科→

消
化
器
内
科

産
婦
人
科→
婦
人
科

病
床
数
１
９
９
床→

病
床
数
１
７
６
床
　

◆
宇
陀
市
立
病
院
の
使
用
料
及

び
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

今
回
の
条
例
改
正
は
、
現
在

施
工
中
の
宇
陀
市
立
病
院
建
設

事
業
の
第
１
期
事
業
分
の
完
成

を
控
え
、
個
室
へ
の
入
室
を
希

望
さ
れ
る
患
者
様
か
ら
新
た
な

個
室
使
用
料
を
頂
戴
す
る
た
め

の
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
宇

陀
市
立
病
院
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
と
の

整
合
の
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

○
１
床
室

（
シ
ャ
ワ
ー
な
し
）
５，
２
５
０
円

（
シ
ャ
ワ
ー
付
き
）
７，
３
５
０
円

○
分
べ
ん
料
及
び
出
産
証
明
書

を
削
除

◆
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す

る
こ
と

平
成
２３
年
６
月
発
生
の
宇
陀
市

営
大
宇
陀
中
央
駐
車
場
に
お
い

て
、
山
桜
の
太
枝
が
裂
け
落
ち
、

駐
車
し
て
い
た
車
両
を
直
撃
し
、

車
体
の
一
部
を
破
損
さ
せ
た
も
の

２
件
と
、
平
成
２３
年
７
月
発
生
の

近
鉄
室
生
口
大
野
駅
構
内
の
桜
並

木
の
桜
の
倒
木
に
よ
る
、
隣
接
建

物
の
破
損
の
賠
償
に
つ
い
て
、
相

手
方
と
和
解
し
損
害
賠
償
額
を
支

払
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

◆
人
権
擁
護
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
平
成
２３
年
１２
月
３１
日
に
任
期
満

了
に
な
る
２
名
の
委
員
に
つ
い

て
、
次
の
方
々
を
委
員
と
し
て
選

任
し
ま
し
た
。

池
田
誠
克
氏
（
榛
原
萩
原
）

萬
世
晴
康
氏
（
大
宇
陀
栗
野
）

◆
人
事
関
係
◆

る
危
険
を
認
識
し
、
日
常
的
な
備
え

を
行
う
と
と
も
に
、
状
況
に
応
じ
て

的
確
な
判
断
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち

が
自
ら
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の

行
動
が
で
き
る
よ
う
に
教
育
し
て
い

る
。
ま
た
災
害
発
生
時
及
び
災
害
後

の
対
応
に
つ
い
て
、
他
の
人
々
と
集

団
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
教
育
し
て
い
る
。
子
供
た
ち
に
指

導
す
る
教
職
員
に
お
い
て
も
、
危
機

管
理
に
関
す
る
研
修
を
受
講
し
、
危

機
管
理
意
識
を
高
め
、
防
災
教
育
の

技
能
、
教
育
力
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

宇
陀
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ

い
て

市
の
人
口
は
、
大
き
く
減
少
傾

向
に
あ
り
、
少
子
高
齢
化
が
加

速
し
て
い
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
今
後
、
地
域
の
活
力
を
ど
の

よ
う
に
維
持
し
て
い
く
の
か
、
地
域

の
防
災
を
は
じ
め
、
高
齢
者
や
子
ど

も
た
ち
を
取
り
巻
く
地
域
社
会
の
あ

り
方
を
変
え
て
い
く
必
要
に
迫
ら
れ

て
お
り
、
市
の
対
応
策
を
早
急
に
検

討
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
市
民
の
活
動
を
応
援
し
、

そ
れ
に
対
し
市
の
役
割
を
模
索
し
、

市
民
と
市
の
協
働
の
取
り
組
み
で
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
組
織
の
立

ち
上
げ
や
運
営
に
関
わ
っ
て
い
く
使

命
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
空
き
家

情
報
バ
ン
ク
や
婚
活
活
動
支
援
事
業

を
推
進
し
、
子
育
て
支
援
策
も
拡
大
、

強
化
し
て
、
一
人
で
も
多
く
市
民
を

増
加
さ
せ
る
努
力
を
し
て
い
く
。

一
　
般
　
質
　
問

紙
面
の
都
合
上
、
質
問
、
回
答
の
趣
旨
に
つ
い
て
の
み
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
防
災
教

育
に
つ
い
て

保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
に
よ
る
学
校
指
導
要
領
に
沿

っ
て
、
防
災
教
育
は
災
害
時
に
お
け

待
で
き
る
が
、
作
業
遅
延
や
そ
の
部

門
へ
の
一
時
期
の
作
業
負
担
の
膨
大

化
も
懸
念
さ
れ
る
。
今
後
、
職
員
配

置
や
委
託
業
者
及
び
地
域
の
方
々
の

協
力
を
い
た
だ
き
、
集
中
化
、
一
元

化
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
、
宇
陀
市

の
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
た

い
。

宇
陀
市
に
お
け
る
開
発
等
の
規

制
に
か
か
る
今
後
の
見
直
し
に

つ
い
て

近
年
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は

規
制
が
き
つ
く
、
開
発
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
。

県
で
は
本
年
２
月
、
既
存
建
築
物
の

再
活
用
、
社
会
福
祉
施
設
の
審
査
基

準
の
見
直
し
や
適
合
高
齢
者
専
用
賃

貸
住
宅
の
基
準
を
設
け
る
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
や
土
地
利
用
動
向
の

変
化
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
定
住
促

進
対
策
、
企
業
誘
致
対
策
、
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
等
の
実
情
に
即
し
て
、

市
街
化
調
整
区
域
の
有
効
活
用
が
図

ら
れ
る
よ
う
、
都
市
計
画
法
の
理
念

に
反
さ
な
い
範
囲
で
審
査
基
準
の
緩

和
を
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。
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自
主
防
災
組
織
の
育
成
の
推
進

を一
番
身
近
な
地
域
の
自
治
会
を

中
心
に
し
、
自
主
防
災
組
織
を

育
成
し
て
い
く
と
い
う
基
本
的
な
考

え
で
あ
り
、
自
治
会
長
の
皆
様
方
に

自
主
防
災
組
織
の
必
要
性
や
運
営
の

仕
方
、
立
ち
上
げ
の
方
法
な
ど
の
案

内
を
行
っ
て
お
り
、
講
話
や
研
修
会

を
通
じ
て
そ
の
問
い
合
わ
せ
等
も
対

応
し
て
き
た
。
３
月
１１
日
の
大
震
災

以
降
は
、
市
民
の
方
の
自
主
防
災
組

織
に
対
す
る
意
識
も
急
激
に
上
が
っ

て
お
り
、
自
治
会
か
ら
の
要
請
等
も

増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
今
後
も
、
市

の
担
当
を
中
心
と
し
て
、
広
域
消
防

組
合
な
ど
の
関
係
機
関
に
協
力
を
求

め
、
日
常
の
訓
練
や
自
主
防
災
の
結

成
に
つ
い
て
の
働
き
か
け
を
行
い
組

織
率
の
向
上
に
努
め
た
い
。

地
域
自
治
区
廃
止
後
の
宇
陀
市

ま
ち
づ
く
り
振
興
の
実
施
状
況

と
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

市
民
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
た
め
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
開
催
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
準
備

委
員
会
を
開
催
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
設
立
に
向
け
動
い
て
い
る
。
ソ

フ
ト
事
業
で
は
、
小
学
生
の
入
院
医
療

費
の
無
料
化
、
産
業
振
興
会
議
の
創
設
、

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
、
婚
活
事
業
、
奨

励
金
な
ど
の
定
住
促
進
策
な
ど
が
動
き

始
め
て
い
る
。「
高
原
の
文
化
都
市
、

四
季
の
風
薫
る
宇
陀
市
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
多
く
の
人
に
宇
陀
市
を
訪
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
事
業
を
展
開
す
る

た
め
に
は
、
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

し
合
い
、
こ
の
テ
ー
マ
を
本
当
に
全
地

域
に
住
ん
で
い
る
市
民
の
方
々
が
実
感

で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。
次
の
段
階
と
し
て
、

こ
れ
ら
事
業
が
、
市
全
体
の
活
性
化
や

地
域
で
暮
ら
す
市
民
の
皆
様
の
活
性
化

に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
地
域
の
生
活

基
盤
の
拡
充
に
も
つ
な
げ
て
い
け
る
よ

う
な
視
点
に
た
ち
、
ま
ち
づ
く
り
振
興

を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

国
民
健
康
保
険
税
の
資
産
割
課

税
を
廃
止
し
て
住
民
負
担
の
引

き
下
げ
を

宇
陀
市
の
国
民
健
康
保
険
の
状

況
は
、
高
齢
化
の
進
展
や
医
療

の
高
度
化
に
伴
い
、
医
療
費
が
年
々
増

加
す
る
一
方
、
保
険
税
の
１
人
あ
た
り

の
調
定
額
は
、
所
得
の
減
少
等
に
よ
り

減
少
し
て
い
る
。
資
産
割
課
税
の
廃
止

も
検
討
し
て
い
る
が
、
一
度
に
廃
止
す

れ
ば
、
所
得
割
、
均
等
割
、
平
等
割
の

税
率
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
た
め
、
段

階
的
に
見
直
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

特
定
検
診
の
受
診
率
向
上
の
積
極
的
な

広
報
を
行
い
、
被
保
険
者
の
健
康
を
保

ち
、
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、
啓
発
し
て
い
く
。

宇
陀
市
に
地
域
情
報
化
計
画
は

必
要
な
い
の
か

情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
情
報

サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は
、
宇
陀
市

誕
生
以
降
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

基
盤
整
備
事
業
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

整
備
事
業
が
完
了
、
ま
た
、
携
帯
電

話
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド（
大
量
の
デ
ー

タ
ー
を
高
速
通
信
で
き
る
広
帯
域
の
伝
走

路
）の
通
信
な
ど
も
市
内
の
生
活
圏
で

ほ
ぼ
完
備
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
情
報

イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
利
用
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
情
報
の
発
信
や
市

内
の
公
共
施
設
の
空
き
情
報
、
施
設

予
約
、
図
書
館
の
蔵
書
の
検
索
な
ど

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
市
民
へ
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
の
効

率
化
を
目
指
し
て
行
政
情
報
化
の
推

進
、
市
民
の
安
全
に
配
慮
し
た
地
域

情
報
化
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
は
、
総
合
計
画
と
連
動
さ
せ
た

計
画
策
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

次
世
代
育
成
支
援
後
期
行
動
計

画
の
実
施
体
制
〜
子
ど
も
支

援
、
子
育
て
支
援
の
推
進
エ
ン

ジ
ン
は
ど
こ
に
あ
る
の
か

次
世
代
育
成
支
援
計
画
に
つ
い

て
、
市
民
や
関
係
団
体
等
参
画

を
い
た
だ
き
、
毎
年
度
の
事
業
の
進

捗
状
況
や
効
果
を
把
握
し
、
積
極
的

に
計
画
の
周
知
・
啓
発
を
進
め
、
家

庭
と
地
域
と
行
政
が
協
働
し
て
次
代

の
社
会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
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育
成
を
目
指
す
取
り
組
み
を
今
後
も

推
進
し
て
い
く
。
子
育
て
支
援
の
専

門
的
な
課
の
設
置
に
関
し
て
、
検
討

し
て
い
き
、
日
々
変
化
し
つ
つ
あ
る

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
で
、

よ
り
充
実
し
た
子
育
て
支
援
を
推
進

す
る
体
制
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
。

宇
陀
市
立
病
院
の
運
営
に
つ
い

て病
院
の
運
営
上
の
大
き
な
フ
ァ

ク
タ
ー
と
し
て
、
利
便
性
、
ド

ク
タ
ー
の
確
保
、
病
院
を
取
り
巻
く
周

辺
環
境
の
改
善
が
考
え
ら
れ
る
。
ド
ク

タ
ー
・
看
護
師
の
確
保
の
観
点
で
は
、

職
場
環
境
の
改
善
や
就
労
条
件
の
改
善

を
目
指
し
、
働
き
や
す
い
環
境
整
備
を

行
い
、
宇
陀
市
立
病
院
で
勤
め
た
い
と

い
う
環
境
づ
く
り
が
必
要
性
で
あ
り
、

ま
た
、
院
内
環
境
の
大
幅
な
改
善
に
つ

な
が
る
病
院
の
新
築
だ
け
で
な
く
、
病

院
周
辺
整
備
を
含
め
た
環
境
づ
く
り
の

必
要
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、市
民
の
方
々
に
と
っ
て
、

「
私
た
ち
の
病
院
だ
」
と
い
う
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
病
院
を
目
指
し
て

い
る
。公

共
施
設
等
の
新
設
、
更
新
、

管
理
な
ど
に
対
し
て
フ
ァ
シ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
導
入
す

る
こ
と
に
つ
い
て

近
年
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
、

行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
大
き
な
経
費
を

要
す
る
施
設
の
建
設
や
維
持
補
修
費

等
に
つ
い
て
、
効
率
的
な
施
設
運
営

を
図
る
こ
と
で
施
設
に
要
す
る
全
体

経
費
の
一
層
の
節
減
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
な
る
の
で
、
施
設

を
経
営
資
源
と
と
ら
え
る
公
共
フ
ァ

シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
オ
フ
ィ
ス

の
機
能
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

管
理
す
る
こ
と
）が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

市
は
、
基
本
計
画
の
策
定
か
ら
始
め
、

資
料
収
集
と
台
帳
作
成
を
行
い
、
総

合
計
画
に
の
っ
と
り
統
廃
合
を
す
る

施
設
、
長
寿
命
化
を
す
る
施
設
、
新

設
す
る
施
設
等
に
分
類
し
、
施
設
管

理
台
帳
を
作
成
し
、
計
画
的
な
事
業

化
シ
ス
テ
ム
を
構
築
さ
せ
る
こ
と
が

理
想
と
考
え
、
導
入
に
つ
い
て
検
証

を
し
て
い
き
た
い
。

決
算
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

行
政
評
価
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
平
成
２０
年
度
か
ら
行
政
改

革
の
一
つ
の
ツ
ー
ル
と
し
て
試
行
的

に
行
政
評
価
を
行
っ
て
い
る
。
平
成

２３
年
度
は
、
特
定
事
業
を
対
象
に
絞

っ
て
事
務
事
業
の
評
価
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
、
本
格
導
入
に
つ
い
て

の
試
行
段
階
と
し
て
平
成
２３
年
度
に

平
成
２２
年
度
、
平
成
２４
年
度
に
は
平

成
２３
年
度
の
事
業
を
対
象
に
評
価
を

し
、
平
成
２５
年
度
の
予
算
編
成
に
反

映
で
き
る
よ
う
計
画
を
進
め
て
い
く
。
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宇陀市では平成21年12月に策定した「第2次宇陀市行政改革大綱及び実施計画」をもとに、現
行計画事業の見直し、トップマネジメントの強化、自主財源の確保、市有財産の売却、普通会計
職員数の削減、特別職の給料の削減、管理職手当の削減、職員給料の削減等に取り
組んできました。
その結果、平成22年度には3億29百万円の行政改革の効果を捻出することができ、
また平成22年度の普通会計の決算においては4億1千万円の黒字決算となりました。

総務課（182‐1302／IP188‐9068）

■宇陀市普通会計（※）職員数

第2次行政改革大綱実施計画においては、平成
22年4月1日現在479名の職員数を平成27年4月1
日までに48名削減し431名の職員数を目指して
いるところですが、平成23年4月1日現在で455

人まで削減することができ、計画以上の効果を達
成できる予定です。
しかし、類似団体と比較して職員が多いことか

ら、なお一層の削減を図ります。

※普通会計とは？
総務省の定める会計区分のひとつで、一般会計、特別

会計など各会計で経理する事業の範囲が自治体ごとに異
なっているため、統一的な基準で整理して自治体同士が
容易に財政比較できるように考えられた統計上の会計区
分です。宇陀市では一般会計と住宅新築資金等貸付事業、
霊苑事業、歯科診療所事業、土地取得事業の4つの特別会
計を統合し純計したものをいう。また純計とは各会計間
で繰り入れ、繰り出しなどお金の移動を行っている場合、
これを単純に合計すると、繰り入れ、繰り出しした額だ
け規模が大きくなるので、この重複した分のお金の額を
除いて合算することをいう。

～市民の皆さんのご協力ありがとうございました。～

★ 主 な 取 り 組 み ★

◆事務事業の見直し（効果額2億6,980万円）
○普通建設事業の見直し （約1億7,790万円）
○備品購入費の削減　　　 （約960万円）
○需用費の削減 （約6,220万円）
○消防団組織の見直し （約250万円）

◆組織・機構の改革
○2箇所ある給食センターを学校給食センター
として1箇所に統合しました。

◆財政の健全化（効果額1億690万円）
○市有財産の売却 （約4,570万円）
○市税・使用料の徴収強化　　（約6,000万円）
○ホームページ、広報紙、自主放送等への有料
広告の掲載　　　　　　　　　（約120万円）

◆定員の適正化と給与の適正化
（全体としては3,840万円増加しました。）

○早期退職制度の導入…50歳以上の職員に退職
を促し、30人が退職いたしました。そのため
退職手当負担金の増加に伴い1億3,750万円が
増加しました。

○特別職の給料削減…市長30%、副市長20%、
教育長20%      （約560万円）
○管理職手当の削減…30%削減

（約1,650万円）
○職員給料の削減…2.5%削減 （約5,250万円）

7 広報うだ　2011.12

以上のように、市民の方々に多大なご協力をいた
だき、大綱及び実施計画で示した課題に取り組んで
きました。
しかし宇陀市の財政は大きく改善されたわけでは

なく、今後も継続して第2次行政改革大綱実施計画に
基づいた取り組みを進めていく必要があります。
◎詳しくは宇陀市ホームページをご覧ください。
http://www.city.uda.nara.jp/gov/gyoukaku/index.html

◆住民協動と行政サービスの向上
○市民の意見を積極的に取り入れ
るため、タウンミーティングを
開催しました。

○広報、ホームページ、自主放送
を活用し宇陀市の行政情報の共
有に努めました。

○予算編成時の各部署からの予算
要求内容および平成23年度予算
事業別シートをホームページに
公開しました。

第2次行政改革の効果額（平成22年度分）を発表します

◆職員の意識改革
○研修制度を活用し、職員の政策形成能力や創造的能力の強化に
努めました。

○積極的に地域の活動に参加し、市民との対話を深め、行政と市
民、地域の役割を確認し、住民協動社会の構築に努めました。
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一
　
　
般
　
　
会
　
　
計

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
当
初
に
１
７
８
億
５
千
万
円

を
計
上
し
、
前
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算
や
上
半
期
の
補
正
予
算
を

合
わ
せ
る
と
９
月
末
現
在
の
予
算
現
額
は
、
１
９
５
億
８，
４
６

１
万
３
千
円
で
、
そ
の
う
ち
歳
入
は
約
５２
・
７
％
に
あ
た
る
１
０

３
億
２，
５
１
０
万
円
が
収
入
済
み
、
歳
出
は
、
３７
・
０
％
に
あ

た
る
７２
億
５，
３
７
３
万
３
千
円
が
支
出
済

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

20億円 40億円 60億円 80億円

28億4,733万1千円
17億8,299万円（収入率：62.6％）

8億9,476万3千円（収入率：109.3％）
8億1,857万5千円

11億1,945万6千円
3億2,394万8千円（収入率：28.9％）

84億5,400万円
62億3,398万9千円（収入率：73.7％）

25億7,080万円
0円（収入率：0.0％）

20億1,928万3千円
6億6,155万6千円（収入率：32.8％）

9億9,523万2千円
8,767万7千円（収入率：8.8％）

7億5,993万6千円
3億4,017万7千円（収入率：44.8％）

予備費

公債費

災害復旧費

教育費

土木費

商工費

農林水産費

消防費

衛生費

民生費

総務費

議会費

10億円 20億円 30億円 40億円

○分担金及び負担金
2億2,953万2千円（8,984万1千円）【39.1％】

○使用料及び手数料
2億6,068万1千円（1億3,574万円）【52.1％】

○財産収 1億5,149万3千円（6,289万円）【41.5％】
○寄附金　　　 60万1千円（43万6千円）【72.5％】
○繰入金　 3億2,585万9千円（5万1千円）【0.0％】
○諸収入　　 1億5,129万円（3,499万円）【23.1％】

○地方譲与税　　
2億2,700万1千円（6,645万4千円）【29.3％】

○利子割交付金 1,270万円（567万4千円）【44.7％】
○配当割交付金 1,160万円（533万3千円）【46.0％】
○株式等譲渡所得割交付金　340万円（0千円）【0.0％】
○地方消費税交付金　

2億6,400万円（1億4,288万2千円）【54.1％】
○ゴルフ場利用税交付金　

8,070万円（2,994万8千円）【37.1％】
○自動車取得税交付金

6,000万円（1,665万円）【27.8％】
○地方特例交付金　

9,470万円（7,013万7千円）【74.1％】
○交通安全対策特別交付金

583万5千円（309万9千円）【53.1％】
0千円（執行率：0.0％）
2,958万円

18億9,256万1千円（執行率：49.2％）
38億4,488万9千円

3千円（執行率：0.0％）
3,470万1千円

7億1,704万4千円（執行率：29.1％）
24億6,463万5千円

5億5,082万7千円（執行率：48.7％）
11億3,075万6千円

5億4,538万9千円（執行率：33.5％）
16億2,818万4千円

1億6,020万1千円（執行率：43.9％）
3億6,521万8千円

1億1,570万6千円（執行率：20.6％）
5億6,161万5千円

7億4,159万1千円（執行率：29.2％）
25億3,558万2千円

16億2,745万8千円（執行率：36.2％）
45億150万3千円

7億9,877万2千円（執行率：34.7％）
23億283万2千円

1億418万1千円（執行率：56.3％）
1億8,511万8千円

予算額 収入済額

予算額 執行済額

市税

その他自主財源

繰越金

地方交付税

国庫支出金

県支出金

その他交付金等

市債

内訳※1（右下）

内訳※2（右下）

億 万円

億 万 千円

「その他自主財源」の内訳
（ ）内は収入済額、【 】は収入率

内訳※1

「その他交付金等」の内訳
（ ）内は収入済額、【 】は収入率

内訳※2

市民のみなさんに市の財政状況を知っていただくため、平成23年度上半期（4月～9月）の
予算の執行状況をお知らせします。 財政課（182‐1305／IP188‐9071）

※予算額には、22年度繰越予算を含みます。
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特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
に
一
般
会
計
の
歳
入
・
歳
出

と
区
別
し
て
経
理
す
る
た
め
に
、
条
例
に
よ
り
設
置
し
て
い
る
も
の
で
す
。
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特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

企
　
　
業
　
　
会
　
　
計

美榛苑事業

市立病院事業

介護老人保健施設事業

水道事業
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◆職員給与費の状況（普通会計決算）

※平成23年4月から榛原地域事務所は、地域自治区制の廃止により、廃止しました。
平成21年4月から農業委員会は、専任職員を廃止し、農林商工部農林課職員が併任しています。

◆職員数の状況

～ さ ら な る 定 員 の 適 正 化 を 目 指 し て ～
市では、合併により類似団体と比較して超過している普通会計の職員数について、平成32年に300人

程度とすることを目標に定員の適正化に努めています。
この定員目標は、平成22年3月に数値目標を達成した宇陀市集中改革プランを引き継いでシミュレー

ションしたもので、市の将来の人口の減少を見据え、職員数を設定しています。
今後も勧奨退職制度等を活用し、また、職員年齢構成の空洞化を防ぐため、必要最小限の新規採用

を行うことで、定員の適正化に努めてまいります。

◆目標定員（普通会計）
～給与、職員の任免および職員数に関する状況～

◆人件費の状況（普通会計決算）

○普通会計とは、市の全ての
会計から公営企業などの特
別会計（病院、水道、介護
老人保健施設、下水道など）
を除いたものです。
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◆職員の初任給および経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成23年4月1日現在）

◆職員の手当の状況

※地域手当とは、民間賃金の高い地域との給与水準の調
整を図るため、従前の調整手当に替えて支給する手当
をいいます。
※特殊勤務手当とは、著しく不快、不健康または困難な
勤務に対して給与上の特別な考慮を行うため、その勤
務の特殊性に応じて支給する手当をいいます。

◆特別職の報酬等の状況（平成23年3月31日現在）

◆分限処分と懲戒処分の状況（平成22年度）
※分限処分とは、心身の故障等により職務を果た
せない場合に公務能率を維持するための処分を
いいます。
※懲戒処分とは、公務員としてふさわしくない非
行があった場合に行う処分をいいます。

◆公平委員会の状況（平成22年度）

◆ホームページで詳細を公表します
市職員の給与は、「宇陀市の一般職の職員の給与に関する条例」のほか、関係条例・規則等の規定

に基づき支給しています。また、市職員の給与・定員管理等の詳しい内容については、市のホーム
ページで来年3月頃公表する予定です。 人事課（182‐1303／IP188‐9069）

※職員は、給与など勤務条件に関して、公平委員会に対し、市の当
局より適当な措置をとられるよう要求することができます。また、
懲戒処分など不利益な処分を受けたときは、公平委員会に対し不服
申立てをすることができます。

～分限処分・懲戒処分等の状況～
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１
年
が
、
瞬
く
間
に
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
１
年
を
振
り
返
り
、
日

常
生
活
の
中
で
や
り
た
い
こ

と
、
し
た
い
こ
と
を
今
一
度
見

直
し
、
悔
い
の
残
ら
な
い
年
と

し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、

紀
伊
半
島
大
水
害
が
発
生
し
、

大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年

と
な
り
ま
し
た
。

我
が
宇
陀
市
に
お
い
て
も
、

台
風
１２
号
に
よ
る
災
害
が
発
生

し
、
多
く
の
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
緊
急
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
工
事
は
、
専
決
処
分
で
執

行
し
、
復
旧
・
復
興
に
関
わ
る

工
事
は
、
臨
時
議
会
を
開
催
し

工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

一
部
に
は
日
常
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
も
の
も
あ

り
、
早
急
に
実
行
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
工
事

費
な
ど
は
、
総
額
３
億
５,
５

０
０
万
円
に
も
お
よ
び
ま
す
。

災
害
発
生
に
備
え
て
１０
月
、

「
宇
陀
市
防
災
総
合
訓
練
」
を

実
施
し
、
消
防
団
、
自
治
会
、

広
域
消
防
組
合
な
ど
の
参
加
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
再
度
「
宇

陀
市
の
危
機
管
理
体
制
」
を
市

民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
考
え
、
今
回
の
訓
練
を

地
域
の
危
機
管
理
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１２
月
末
に
は
、
宇
陀
地
域
の

医
療
拠
点
で
あ
る
宇
陀
市
立
病

院
の
新
本
館
の
一
部
が
完
成
し

引
っ
越
し
を
始
め
ま
す
。
心
機

一
転
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
命
を

あ
ず
か
る
病
院
と
し
て
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
利

用
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。１１

月
は
、
市
美
術
展
や
農
産

物
品
評
会
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
、
い
ろ
い
ろ
な
所
に
私
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
を
見
て
、
ま
だ
ま
だ
宇
陀

市
も
頑
張
れ
る
と
感
じ
ま
し

た
。そ

し
て
、
も
っ
と
工
夫
し
て

魅
力
あ
る
も
の
に
、
ま
た
全
体

的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
も
楽
し
み
、
ま
た
、

多
く
の
友
人
・
知
人
な
ど
に
紹

介
し
、
宇
陀
市
を
訪
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
い
人
た
ち
の
晩
婚
化
、
少

子
高
齢
化
な
ど
、
時
代
の
流
れ

に
と
も
な
い
、
地
域
の
活
力
が

だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
い
く

よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
宇
陀

市
、
地
域
の
生
活
環
境
が
、
今

の
ま
ま
続
い
て
行
く
と
は
思
わ

れ
ま
せ
ん
。
市
民
ひ
と
り
一
人

が
も
う
一
度
自
分
た
ち
の
ま

ち
、
地
域
を
考
え
、
努
力
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

行
政
も
し
っ
か
り
と
応
援
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１２
月
は
行
政
に
お
い

て
定
例
議
会
も
開
催
さ
れ
ま

す
。
宇
陀
市
の
地
域
づ
く
り
に

つ
い
て
、
議
論
し
、
考
え
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
層
寒
く
な
り
ま

す
の
で
、
お
身
体
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
冬
の
風
薫
る
宇
陀
市

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

№
18

宇陀市防災総合訓練終了後に
あいさつする市長（10月30日）

11月の「全国青少
年健全育成強調月
間」にともない、市
青少年健全育成協議
会の役員の方々や竹
内市長が、11月1日早朝より市内各所で
街頭啓発を行いました。
啓発では、市内の中学校・高校から募

集した「青少年健全育成啓発標語」の最
優秀作品が掲載されたポケットティッシ
ュを配布されました。
※青少年健全育成啓発標語（最優秀・優秀
作品）は、広報11月号(25Ｐ)に掲載してい
ます。

「青少年健全育成協議会」が
街頭啓発

「全国障害者スポーツ大会」に出場
10月19日、県代表として「第11回全国障害者スポー

ツ大会」（10月22日～24日：山口県開催）に出場される、
市内在住の乾貴人さん（県立高等養護学校3年生/写真左）
と松村豊次さん（心境荘園/写真右）が、戸嶋敬治さん（県
身体障害者福祉協会連合会長）と表敬訪問されました。
市長は公務のため不在でしたが、副市長と教育長に出

場までの経緯と種目の説明をされ、副市長から「頑張っ
てください。」、教育長から「他の人とも交流して、楽し
んでください。」と、激励の言葉がありました。
乾さんはソフトボールの選手と

して、松村さんはフライングディ
スク（アキュラシー5ｍ、ディス
タンス）の選手として出場されま
した。大会では日頃の成果を発揮
され、大いに健闘されました。
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10月28日から30日の3日間、「第42回ジュニアオリ
ンピック競技大会」が、横浜日産スタジアム（神奈川県）
で開催されました。
市から大宇陀中学校の宮奥達也さん（2年生）が、男子

110ｍハードルの奈良県選抜代表選手として出場され
ました。結果は、予選組2位通過、準決勝組6位と惜し
くも決勝進出にはなりませんでしたが、日頃の練習成
果を存分に発揮されました。

また、楠田幹喜さん（1年
生）も男子4×100リレーに
奈良県選抜1年生の2番選
手として参加されました。
今後ますますの活躍に期

待します。

「宇陀市防災総合訓練」を開催　～迅速かつ適切な防災活動～

やったね！
今回は6組のカップル誕生★

10月30日、独身男女の結婚を支援する「うだカップリ
ングパーティー2」（宇陀市・市社会福祉協議会共催）が、う
だ･アニマルパークと山口農園で開催されました。
参加者29人は、うだ・アニマルパークで自己紹介の後、

バター作り体験や動物とのふれあい、山口農園では有機
野菜の収穫体験をしました。また、シェフが作ったおい
しい料理を食べながらフリートークを行いました。途中
席替えをして多くの人と会話ができたこともあり、前回
以上の6組がカップルとなりました。この出会いをきっか

けに、結婚できるおつきあいに発展して
いくことを期待しています。
参加された方々からは、「1日楽しめま

した。」「いろいろ工夫していただいたイ
ベントですね。」「この出逢いを大切にし
たいです。」などの声がありました。

10月30日、菟田野中学校運動場で「宇陀市防
災総合訓練」を開催し、防災関係機関および市民
の方々270人が訓練に参加されました。
この訓練は、午前9時に紀伊半島沖を震源とす

るマグニチュード8.5の地震が発生し、市内で被
害が発生したという想定のもと、各関係機関が緊
密な連携を保ちながら迅速かつ適切な防災活動が
行えるよう、また、住民の皆さんが、防災に関す
る理解と認識を深めるために開催しました。
訓練では、県警ヘリコプター「あすか」による

上空偵察訓練、消防団・関係機関などによる障害
物除去訓練、河川越水対策訓練では土のうを積み

上げる訓練などが行われました。
また、地元自治会による初期消火訓練では、バ

ケツリレーでの消火活動なども行われました。
その他、宇陀市女性の会・市赤十字奉仕団によ

る非常食の炊き出し訓練や、LPガス保安防災会
によるLPガス地震感知
復旧の説明などが行われ
ました。
今回の訓練をとおし

て、災害時での活動のあ
り方を再確認できる良い
機会となりました。

ドーム菊を寄贈
10月31日、「向渕営農組合」の方々が

丹精こめて育てたドーム菊を市に寄贈す
るため竹内市長を訪問しました。
菊は市内公共施設にいただき、来庁者

にみていただけるよう、市役所や施設玄
関前などに飾らせていただきました。

ジュニアオリンピックに出場

収穫体験ウォーキング
11月6日、「農山村まるごと収穫体

験＆ウォーク」が開催されました。
参加者は宇陀市役所をスタートし、

有機野菜やごぼうなどの収穫体験、う
だアニマルパークで小動物との触れ合
い、大宇陀の歴史的町並の散策など一
日有意義に過ごされました。
特に、さつまいも収穫体験会場では、

「宇陀市4Hクラブ」主催の収穫体験と
相まって、いもチップスやいも汁の振
る舞いが行われ、参加者を温かく迎え
てくれま
した。

写真左から：楠田さん、加藤先生
（陸上部顧問）、宮奥さん
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「第6回市美術展覧会」開催
11月3日から6日の4日間、サンクショッピ

ングシティ3階において、「第6回宇陀市美術
展覧会」を開催しました。
会場には、絵画・書芸・写真・彫塑工芸の

4部門93点の力作が出品され、会期中に
1,300人が観覧されました。
また、芸術文化の振興に寄与することを目

的とした、市内幼稚園・保育所（園）の5歳児
の絵作品展も同時開催しました。
入賞者は右記のとおりです。（敬称略）

二科展・ジュニア展に入選
●第96回二科展デザイン部門
［入選］菊岡穂（大1）、井下彩乃（一般）、吉田えり
（一般）、大上真帆（一般）、井下京子（一般）
●第60回こども二科展
［入選］橋本珠里（年中）、渡辺陵斗（1年）、新沢太
基（2年）、山口晶文（4年）、小西はぐみ（5年）、中
村瑠華（4年）、金元雄哉（6年）
●第9回二科ポストカードデザイン展
［大賞］菊岡穂（大1） ［入選］新智尋（高2）、
天野知美（高3）、井下彩乃（一般）、井下京子（一般）、

亀岡裕子（大2）、吉田えり（一般）、 川透（専1）
●第58回日本ジュニア展
［入選］橋本珠里（年中）、楠本蓮（小1）、鶴田和良（小
1）、金松陽生（小2）、的場天伸（小2）、加賀谷穂（小3）、
橋本朱眞（小3）、松田壮一郎（小3）、楠本梓（小4）、的
場空吾（小4）、三浦崇太郎（小4）、松原朱里（小4）、天
野光梨（小5）、小西はぐみ（小5）、駒田智哉（小5）、市
川果歩（小6）、河合俊亮（小6）、桐野貴行（小6）、辻本
奈生（小6）、東敬（中1）、駒田怜那（中1）、山村優香里
（中1）、新智尋（高2）、奥保元貴（高3）

「農林産物品評会・即売会」開催
11月6日、宇陀市役所において、農林産物の

生産性と品質の向上、地域の農林業発展を目的
に、本市で採れた自慢の農林産物を一堂に集め
た「第5回宇陀市農林産物品評会・即売会」を
開催しました。
展示会場では、丹誠込めて育てられた旬の野

菜などがずらりと並べられ、午後3時から農林
産物即売会も行われました。会場周辺では、市
内各種農林業団体などによる模擬店や特産物・
農林産物などの展示・即売のほか試食コーナー
なども行われ、多くの来場者で賑わいました。
農林産物即売会の収益金27,960円は、出品さ

れた方々のご厚意により市の善意銀行に預託さ
せていただきました。
なお、農林産物品評

会の受賞者は右表のと
おりです。（敬称略）

広報うだ　14

【宇陀市長優秀賞】和田陽子（榛原）：しいたけ／森岡キヌ
子（大宇陀）：うずら豆／井野谷　子（室生）：里芋／西垣
実（菟田野）：大根／西山悦子（室生）：水菜
【宇陀市長特別賞】榛原西小学校5学年（榛原）：玄米／森
井義實（大宇陀）キャベツ／吉岡秀義（大宇陀）：しょう
が／堂浦勇（榛原）：玄米／森本智惠子（榛原）：栗
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〈12月4日（日）～10日（土）は人権週間です〉

日時 12月10日（土） 午後0時30分～午後4時（開場：正午）
場所 五條市市民会館（1階ホール）

五條市本町3丁目1‐13
内容
○全国中学生人権作文コンテスト奈良県大会表彰式
○一日人権擁護委員、民間親善大使「大西由香里」氏の講演
と歌
○五條市立五條東中学校吹奏楽部による演奏

申し込み 不要（未就学児についても入場可）
主催 奈良県人権啓発活動ネットワーク協議会（奈良地方法務
局・奈良県人権擁護委員連合会・奈良県）、五條市
奈良地方法務局人権擁護課（10742‐23‐5457）

12月10日は世界人権デー

国際連合は、1948年（昭和23年）12月10日に世界におけ
る自由、正義及び平和の基礎である基本的人権を確保するため、
全ての人民と全ての国とが達成すべき共通の目標として、世界
人権宣言を採択したのに続き、1950年（昭和25年）12月4日
に世界人権宣言が採択された日である12月10日を「人権デー
（Human Rights Day）」と定め、全ての加盟国及び関係機関が、
この日を祝賀する日として、人権活動を推進するための諸行事
を行うよう、要請する決議を採択しました。

我が国においては、同宣言が採択されたことを記念して、
1949年（昭和24年）から毎年12月10日を最終日とする１週
間（12月4日から同月10日まで）を、「人権週間」と定め、世
界人権宣言の趣旨及びその重要性を広く国民に訴えかけるとと
もに、人権尊重思想の普及高揚を図るため、全国各地において
シンポジウム、講演会、座談会、映画会等を開催するほか、テ
レビ・ラジオなど各種のマスメディアを利用した集中的な啓発
活動を行っています。
皆さんもお近くの催しに参加して、「思いやりの心」や「か

けがえのない命」について、今一度考えてみませんか？

中学生人権作文表彰式並びに
心に響く音楽とトークのつどい

保険料の還付金や医療費の払い戻しの詐欺
さ ぎ

事件が
相次いで発生しています。ご注意ください !!

【犯行の手口】犯人は、電話帳などから高齢者宅と思
われる家を選び、高齢者の家に公的機関の職員をか
たって「医療費の還付金がある」などと電話をかけ
てきます。
■すぐに銀行やコンビニなどのATMで手続きするよ
う促し、指示した携帯電話やフリーダイヤルに電話
をかけさせ、操作を誘導し、口座から多額の預金を
振り込ませます。

■すぐさま訪問し、言葉たくみにキャッシュカード
を預かると、すぐにATM(現金自動預払機)へ行き、
預金を引き出して逃亡します。
市町村や広域連合など、公的機関が次のような電

話をかけることは絶対にありません。
◎金融機関口座の残高や暗証番号を尋ねる　
◎ATM（現金自動預払機）を操作するよう指示する

「おかしいな」と感じたらひとりで判断せず、
警察に通報(110番)又は最寄りの警察署・交番・
駐在所にご連絡してください。

宇陀警察署（182‐0110）

「還付金がある」の誘いに騙されないで！
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■予防接種

■健康診査（こども）

広報うだ　16

【問】室生福祉保健交流センター（192‐5220／IP188‐9175）
大宇陀保健センター（183‐2255／IP188‐9113）

◎ぬく森サロン【室生地域対象】
日時 12月2日（金）・9日（金）・16日（金）

午前11時～午後3時30分
場所 室生福祉保健交流センター
対象 65歳以上で介護保険の認定を受け
ていない高齢者
内容　ウッピーとクリスマス会
持ち物 クリスマスプレゼント
問い合わせ 室生福祉保健交流センターへ

4月に保健センターへお申し込みいただいた「医
療機関で受ける検診」は、12月末までにお受けく
ださい。
また、子宮がん・乳がん検診は、一部は来年2月

末の期限になっていますが、できるだけ早く受け
てください。

特定健康診査・がん検診の受診はお済みですか？

◎当事者会（なかま会）のご案内
日時 12月12日（月）

午後1時30分～3時30分
場所 榛原保健センター
内容 ○干支の絵馬を作ろう！

○自由に何でも語り合おう

対象 精神保健福祉手帳を持っている統合
失調症の方

問い合わせ 室生福祉保健交流
センター、大宇陀保健センタ
ーへ

■最優秀賞
「歯みがきで　かがやく笑顔　かがやく歯」

佐藤 日比奈（室生中1年）
■優秀賞
「歯みがきで　きちんと守ろう　大事な歯」

山本 弥保（大宇陀中3年）

「一日の始まり　終わり歯みがきで」
太井 健人（菟田野中3年）

「むし歯ゼロで　おいしく　ご飯」
安田 瑠夏（榛原中3年）

◎歯の健康部会から
「毎食後の歯みがきをする」を目指し、むし歯予防のため取り組みを進めています。
今回、むし歯予防を目的に、市内各小中学校からポスターを、そして、中学校から

標語の募集をしたところ、ポスター235作品、標語723作品の応募がありました。
【標語の入賞作品は下記参照／ポスターは30ページに掲載しています。】

◎「歯・口の健康に関する標語」の入賞作品（順不同　敬称略）
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子育て支援センター（184‐9925）

各地域の保育園（所）の支援室などで遊
びや交流の場を提供します。
対象 市内全域の未就園児とその保護者
日時 毎週水曜日（午前10時～11時30分）
※開催場所は、表をご確認ください。

子育てをしている家族が、自由に遊べるように
施設を開放します。
日時 月～金曜日（土・日曜日、祝日は除く）

午前9時～午後4時
〈12月1日、29日、30日の開放日は、休みです。〉
場所 子育て支援センター（菟田野松井）
対象 市内全域の未就園児とその保護者
☆お話の日（毎週火曜日　午前11時～11時30分）
♪リズムの日（毎週木曜日　午前11時～11時30分）

♪支援センター開放♪（申込不要）
♪「つどいの広場」♪（申込不要）�q���˜�x���Z���^�[�u�•�›�•�›�v

♪♪みんなで楽しく子育てしませんか♪♪

主に就学までの子育てに関する悩みや疑
問などの相談を受け付けます。
◎電話相談、面接相談
相談時間 午前9時～午後4時（月～金曜日）

♪子育て相談♪

10月21日、未就園児の親子を対象とした運
動会「第1回すくすくフェスティバル」を総合
体育館で開催しました。
親子が運動しながら触れ合う場を提供しよ

うと、子育て支援センターが開催しました。
今回は、体操やふれあいあそび、競技など

が行なわれ、楽しい時間を過ごしました。後
半では、お父さんやスタッフたちが参加して
バルーンの披露やお楽しみコーナーがあり、
会場は大いに盛りあがりました。

親子で触れ合い「すくすくフェスティバル」を開催

【インフルエンザなどに関するお知らせ】
子育て支援センターには、たくさんのお子

さまが集まりますので、体調をみて各活動に
ご参加ください。また、集団感染防止のため、
「親子教室」「つどいの広場」「すこやかルーム
開放」を中止する場合がありますのでご了承
ください。
実施のご確認は、支援センターへお尋ねくだ

さい。
【12月の予定】
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（ 182‐0381 ） http://www.udacity-hp.jp

■糖尿病教室のご案内
病院改修工事に伴い、平成23年12月から平成

24年3月まで糖尿病教室をお休みさせていただ
きます。なお、平成24年4月からの糖尿病教室
につきましては、部屋が変更になりますので事
前にお知らせいたします。ご迷惑をお掛けしま
すがご了承ください。

■年末年始の休診日のご案内
【休診日】
※休診日の救急患者の受け入れについては、必
ず事前に電話でお問い合わせください。なお、
小児科については休診中の対応はできませんの
で、ご了承ください。

【引越しは、22日（木）から25日（日）の期間に行います。】

■看護師（正職員・パート）を募集します
【募集人員】若干名　
【提出書類】履歴書、資格証明書の写し
※面接等の選考については後日連絡します。
◎院内には保育園を設置しています。
小さいお子さんがおられる方も、
お気軽にお問い合わせください。

■自動販売機の設置希望者を募集します
【種類】清涼飲料水
※詳しくは下記へお問い合わせください。

市立病院庶務課へ
（土・日曜日、祝日を除く午前9時～午後5時）

■医療講演会を行いました。
10月19日、病気の予防や治療、健康の保持についてわかりやすく解説
する講演会を市文化会館かぎろひホールで開催しました。今回は循環器内
科部長の松倉先生から、「たかが高血圧、されど高血圧」という演題で講
演を行い、多くの方が熱心に耳を傾けておられました。
市立病院では、今後も市民の方々の健康保持に役立てていただくため、

このような講演会を開催していく予定です。

健康増進課（182‐3692／IP188‐9087）
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■第10回「地域安全ふれあい餅
つき大会」
地域安全・暴力追放・交通安

全の3色祈願餅、高齢者と子ど
もの交通事故防止の意味で祈願
1,000本つき餅なども実施。今
回から薬物乱用防止のお餅も追
加。これらのお餅を地域住民に
振る舞い「安全と安心の街づく
り」の意識向上を目指します。
日時 12月4日（日）午前10時
～正午　場所 道の駅「宇陀路
大宇陀」 内容 赤・青・黄の
交通安全3色餅の振る舞い、ウ
ェルカム演奏（奈良県警音楽隊）
主催 大宇陀幹部交番連絡協議会
松本方（183‐0165）

■ヴィンテージカー　ニューイ
ヤーミーティング開催
懐かしい旧車や名車が勢ぞろい
日時 1月2日（月）午前10時～
午後3時　場所 総合体育館(駐
車場) 内容 車両展示、部品
交換会、人気投票、飲食バザー、
余興（じゃんけんゲーム、高校
生漫才など予定）主催 ヴィン

テージカーニューイヤーミーテ
ィング実行委員会
【出展参加車両受付中】
車両規格 1980年代(昭和55
年)までに製造された国内外の
車両、若しくはビンテージ(希
少車・スーパーカー含む)とみ
なされる車両（2輪3輪等含む）
参加費 ○車両展示（1,000円／
1台）○部品交換会　2,000
円／1ブース(約2.5ｍ×5ｍ)
○飲食模擬店3,000円／1ブー
ス(約2.5ｍ×5ｍ) ※いずれも
運営安全管理及び会場清掃への
協力金です。申し込み 12月
26日（月）までに、往復はがき・
電子メール（個人PCのみ）にて
車両詳細（車名・年式など）・
申込者住所・氏名・電話番号を
記載のうえ、事務局まで。（部
品交換会・飲食の場合は車両詳
細を主な出品名に変える。）※
受付後、参加費の振込先等記載
し、参加証として返信します。
［事務局］
Email：zeke52maverick@kcn.jp
HP：http://web1.kcn.jp/vinta
gecar-uda/top
東口方（090‐6202‐0037）

■平成24年度自治医科大学入学
者募集

○入学試験概要
［第1次試験］〈学力試験〉日時
1月23日（月）午前9時～午後2
時10分 科目 ○数学：数学
Ⅰ・数学Ⅱ・数学A ○理科：物
理Ⅰ、化学Ⅰ、生物Ⅰのうち2
科目選択 ○外国語：英語Ⅱ・
リーディング・ライティング
〈面接試験〉日時 1月24日（火）
午前10時10分～ 〈試験会場〉
猿沢荘［第2次試験］日時 2
月2日（木）午前8時40分～午後
4時20分　科目　小論文及び面
接試験 試験会場 自治医科大
学（栃木県） 出願受付 平成24
年1月4日（水）～18日（水）午後
5時までに必着
奈良県医療政策部　医師・看
護師確保対策室（10742‐
27‐8644）

■林業退職金共済制度（林退共）
からのお知らせ
林業の仕事をしていたことが

ありませんか。林退共制度に加
入していたが、退職金をまだ受
け取っていない方を探していま
す。以前、林業の仕事をしてい
たが、ご自身が林退共へ加入し
ていたか分からない方について
もお調べいたします。
※詳しくはご連絡ください。
独立行政法人勤労者退職金共
済機構（103‐5400‐4334）

このコーナは、市民サークルの催しや会員募集などを掲載しています。

◇ 催　し ◇
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【みんなの掲示板】

◎出会い系サイトの『お金をあげる』を信じないで！
このような有料サイトは、通常のメールとは異なり、サイト

を介してメールのやりとりをするために、利用ポイントを購入
するというものです。興味をひかれメールをやり取りしている
うちに、気づいた時には多額の費用をつぎ込んでしまったとい
う相談が後をたちません。
最近では高齢者にも被害が広がりつつあります。
ネット上の見知らぬ相手を簡単に信用してはいけません。困

った時は相談窓口へ。
奈良県消費生活センター（10742‐26‐0931）

◎消費者相談窓口をご利用ください。
日時 20ページ「今月の無料相談」表参照　場所 宇陀市役所

◆ はい！こちら消費者相談窓口です◆ ■「東日本大震災に係る国税に関す
る申告・納付等の期限」について
東日本大震災により被災された皆

様に、心からお見舞い申し上げます。
岩手県及び宮城県のうち、一部の

地域の方の国税に関する申告・納付
等の期限は、平成23年12月15日
（木）となります。
詳しくは、最寄りの税務署にお問

い合わせいただくか、国税庁ホーム
ページ（www.nta.go.jp）をご覧くだ
さい。
桜井税務署
（10744‐42‐3501）
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【募集・相談コーナー】

【申込先】中央公民館（〒633‐2165 大宇陀中庄202）
【休館日】木曜日・祝日
中央公民館（183‐0551／IP188‐9180/583‐1027）

松竹梅に南天、紅白の葉ボタン、薮こうじ、
笹などを使った寄せ植え作りをします。
※材料は、中央公民館で準備をします。
【日時】12月25日（日）午後1時30分～3時
【対象】市内在住の人（小学5年生以上）
【定員】30名（定員になり次第締切）
【内容】植木の説明と寄せ植え作り
【講師】服部文昭さん

【材料費】1,200円
【場所】中央公民館（大宇陀地域事務所向かい）
【準備物】移植ゴテ（お持ちでしたらご準備く
ださい）

【申込方法】12月5日（月）～16日（金）までに、住
所・氏名・年齢・電話番号を明
記のうえ、電話、ＦＡＸのい
ずれかの方法で市中央公民館
へ
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【募集コーナー】
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◆◆ 募集コーナー◆◆

●整理事務
業務内容 税関係の書類整理事務、確定申告会場
の受付整理事務など

勤務期間 平成24年1月下旬～4月上旬に勤務で
きる人（土・日曜日、祝日を除く）

勤務時間 午前8時30分～午後5時15分
（1日…7時間45分以内）
勤務場所 宇陀市役所内
募集人数 若干名
時給 780円
申し込み 12月16日（金）までに、履歴書（写真貼
付）を持って直接、税務課へお越しください。
※土・日曜日を除く。
税務課（182‐1306／IP188‐9072）

●学童保育指導員
職務内容　学童保育指導員としての勤務
（学童保育室に入室する児童の保育と指導）
勤務時間 ［通常保育］午後1時～5時、［延長保育］
午後7時まで、［長期休暇中（冬休み等）］午前7
時30分からの勤務
※いずれもローテーション勤務です。
時給 940円
要件 50歳までの保育士または教諭免許の有資
格者
募集人数 若干名
勤務開始予定日 平成24年2月中旬頃
申し込み 履歴書を学校教育課へ持参
学校教育課（182‐3974／IP188‐9315）

臨時職員募集

日時　1月29日（日）
受付：午前9時

場所 総合体育館
参加資格 市内在住・
在勤の方
競技種目 ○小学生の部（8人引き）学年男女に関
係なくチーム構成可（引率者が必要）○一般の
部（6人引き）体重制限関係なく男女混合可
※個人または少数チームの参加可。

新春綱引大会　参加者募集

■広告媒体のご紹介
【広報うだ】毎月1日発行（発
行部数12,700部/月） 広告
スペース：縦38×横56mm
（1区画）色 2色刷り（黒・
緑） 掲載期間：1カ月～（1
カ月単位） 料金：10,000円/月
【市ホームページ】バナーの大きさ：縦55×横
110ピクセル（1区画）※12キロバイト以内･GIF
形式（広告主が作成） 掲載期間：1カ月～（1カ
月単位） 料金：10,000円/月
【市自主放送】◇動画…音声付画像／更新期間：
1日～10日、11日～20日、21日～月末までの単
位　料金：1日につき1，000円　◇静止画…音声
の入らない文字及び写真などの画像／更新期間：
1日、10日、20日を開始として日の指定は可能
料金：1日につき500円
【宇陀市営有償バス】
◇車内座席背面 広告スペース
◇車外ボディー　広告スペース
※詳しくは、お問い合わせください。
【市営高萩台自転車駐車場通路（電飾看板）】
所在地：榛原高萩台地内（近鉄榛原駅北側）広告
スペース：縦820×横1,720×厚さ3mmのアクリ
ル板（広告主が作成）掲載枠数：2枠　掲載期
間：6カ月単位（連続最大24カ月）料金：6カ月
分30,000円
※各広報媒体に割引き料金を設定しています。
■申込方法
掲載を希望する月の前月1日までに、広報掲載

申込書（市ホームページからダウンロード）を、
秘書広報情報課へ提出してください。
※詳しくは、 までお問い合わせください。
秘書広報情報課
（182‐3912／IP188‐9083）

有料広告募集

有料広告

申し込み 1月20日（金）までに生涯学習課へ
（FAX可／582‐3900）
生涯学習課（182‐3975／IP188‐9364）
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◆楽しむアート特別講座◆山の芸術学校常設教室

毎月アーティストによる楽しい講座を開催しています。12月の講座は、次のとおりです。

※いずれの講座も、材料代等の参加費が必要です。
※講師の都合等により、日時が変更になる場合が
あります。

室生下田口1112（193－4400）
開館時間　午前9時～午後5時

12月の休館日：1・8・15・22・24～31日

※常設教室の講座によっては、出張・出前講座
もいたしますので、ご相談ください。

ふるさと元気村または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

大宇陀拾生871（183‐0977）
12月の休館日 : 6･13･20･23･27～31日

◎詳しい内容をお知りになりたい方は、下記
のふるさと元気村のホームページをご覧いただく
か、お問い合わせください。
http://web1.kcn.jp/furusatogenkimura/

★年末年始休館日のお知らせ★
12月24日（土）～1月8日（日）

■

2012年は「辰（た
つ）」の年です。
「辰」をあしらった
手芸品、小間もの、
陶芸など手作りの作
品を募集します。
また、新しい年のユニークな年

賀状なども募集します。皆さまの
出展をお待ちしています。
【展示期間】平成24年1月13日（金）
～2月12日（日）まで

【作品搬入】12月19日（月）～
平成24年1月11日（水）

◎年末年始休館日のご案内
12月27日（火）から翌年1月4日

（水）の間、休館します。
ご了承ください。

■文化会館「文化教室」＆大宇陀分館「書道教室」受講生作品展
です。どうぞご覧ください。

■文化財展「宇陀　歴史点描2011」
市内各所には、様々な文化財があり、古くか

ら地域に根ざした豊かな文化も育まれてきまし
た。また、この地は、ヒト・モノが行き交う交
通の要衝として重要な役割を担ってきました。
この悠久の歴史をたどる文化財展を開催します。今回は、市内の
城跡や館跡などから出土した考古資料の一部を展示します。
【展示期間】 ～ まで

たつ
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【お知らせコーナー】
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【開館時間　午前9時30分～午後5時】
●おはなし会（約30分）
★すくすくひろば（0～3歳）

7日（水）、21日（水）
①午前10時～ ②午前10時45分～　
③午前11時30分～（①②③とも同じ内容）

★ちゅーりっぷひろば（3歳～）
7日（水）、21日（水）午後2時30分～

★おはなしクラブ
10日（土）、24日（土）

○午前10時30分～（3～5歳）
○午前11時15分～（6～12歳）
★放課後子ども教室

7日（水）、14日（水）、
21日（水） 午後3時30分～

●映画会「くまのコールテンくん」（約30分）
3日（土）午前11時～

●人形劇「さんびきのこぶた」
チャカポコ 17日（土）

○午後2時～　○午後3時～（2回とも同じ内容）
日時出演

上映日

日時

日時

日時

日時

【開館時間　午前9時～12時、午後1時～5時】
●クリスマスおはなし会（約60分）

10日（土）午後2時～
研修室（1階）

●映画会「モリスのまほうのふくろう」（約30分）
24日（土）午前10時30分～
研修室（1階）場所

上映日

場所

日時

12月の中央図書館及び大宇陀図書館の休館日は
です。

※来年は1月5日（木）から開館します。

■昼下がりのミニコンサート

音楽の森ふれあい館または企画課（182‐1362／IP188‐9074／582‐3900）

自然に囲まれたホールの中で奏でられる演
奏を、皆さんぜひお楽しみください。

午後2時～3時　 右表参照
◎8日（木）、22日（木）は、むろうコーラス練習の
ため、午後2時30分～3時30分です。
※都合により内容等が変更する場合があります。

内容開催時間

【一般書】 （中央図書館所蔵）
■100歳！日野原重明のフレディエクササイズ
日野原 重明：監修 黒岩 祐治：プロデュース
飛鳥新社：発行
年をとっても介護を受けなく

ていいようにする、自分の体を
上手に使うためのエクササイズ
を、写真と付属DVDの映像で解
説。ミュージカル「葉っぱのフ
レディ」の劇中歌とともに楽し
く体を動かしましょう。

【児童書】 （中央図書館所蔵）
■たんじょうびのおくりもの
ブルーノ・ムナーリ：作　　谷川 俊太郎：訳
フレーベル館：発行
息子の誕生日プレゼントを抱

え、家路を急ぐお父さん。あと
10キロのところでトラックが故
障して…。次々変わる乗りもの、
家までの時間や距離の変化のし
かけが巧みな絵本。

★ 話　題　の　新　刊　図　書 ★

住所：室生上笠間444－1 （1/597－2215）
開館時間：午前11時～午後4時
休館日：毎週月曜日・火曜日・金曜日

中央図書館（182‐4749／IP188‐9110） 大宇陀図書館（183‐0977）

★年末年始休館日のお知らせ★
12月26日（月）～1月10日（火）

022-029  11.11.16  4:26 PM  ページ23



広報うだ　24

【お知らせコーナー】

「第40回 かぎろひを観る会」を開催します

柿本人麻呂（万葉歌人）の歌が詠まれたとされ
る、旧暦の11月17日にあたる日に「かぎろひを
観る会」を開催します。
【開催日】 月 日（ ）

午前4時～7時頃
【場所】かぎろひの丘万葉公園

（大宇陀迫間）
【催し物】○中央公民館：特別公開　壁画「阿騎
野の朝」○万葉公園：焚き火を囲んで万葉講話
○東屋：入賞短歌展示・温かいおもてなし　
○大宇陀地域事務所駐車場：阿騎野朝市（特産品、
農産物、うどん、焼き芋など）
大宇陀観光協会事務局【商工観光課内】
（182‐2457／IP188‐9081）
◎次回の開催は平成24年12月29日（土）です。

平成24年「宇陀市成人式」のご案内
に開催します。

【会場】文化会館（大宇陀拾生）
【日程】受付：午前9時～10時　
式典・記念行事・写真撮影：午前10時～12時30分
【対象】平成3年4月2日～平成4年4月1日生まれ
※11月1日以降で、転出や転入された方で、宇
陀市「成人式」に参加を
希望される場合は、12月
16日（金）までにご連絡く
ださい。
生涯学習課（1 8 2‐
3975／IP188‐9364／ FAX 82‐3900）

「新春ご来光祭り」を開催します

【開催日】 月 日（ ）
【場所】鳥見山公園
【内容】○午前5時：墨坂神社で初詣　
○午前5時30分：鳥見山公園へ出発（徒歩）
○午前6時30分：雑煮等の振る舞い
○午前7時頃：ご来光（以降自由解散）
【持ち物】防寒対策･懐中電灯
※会場（墨坂神社･鳥見山公園）へ
の車でのご来場はご遠慮ください。
ご協力をお願いします。
榛原観光協会　池田方（1090‐2102‐0496）

公園の水飲み場等を閉栓します

凍結防止のため、次の期間、市内にある公園の
水飲み場等を閉栓しますので、ご協力をお願いし
ます。（トイレは使用可能です）
■閉栓期間 12月～平成24年3月末
公園課（182‐3674／IP188‐9093）

宇陀市定住促進奨励金を支給しています

申請期限は、住宅取得日（建物の所有権登記の
日）から1年以内です。
定住促進奨励金とは？
市内に定住を目的として住宅取得（※）した下

記の交付対象者に対し、定住促進奨励金10万円
を交付します。
※　住宅取得とは、居住するため
の住宅を平成23年4月1日以降
に新築または購入（所有権登記
したものに限り、増築や改築は
除く）することです。

【交付対象者】次のいずれかに該当し、Ａ～Ｃの
要件を全て満たす方
①転入者（平成23年4月1日以降の転入であること。
住宅取得する前に転入する場合は、転入日から1年
以内に住宅取得することで交付対象者とします。）
②市内で居住の世帯から離れ転居（平成23年4月1
日以降）し、住宅取得したその世帯員（世帯分離者）
【要件】Ａ 取得した住宅が、交付対象者の名義
であること（共有可）
Ｂ 市税の滞納がないこと（転入者は、前年1月1
日現在の住所地で市町村民税の滞納がないこと）
Ｃ 住宅取得した地域（世帯分離者については、離
れる前の世帯の世帯員が居住する地域を含む）の
自治会に加入すること（自治会がない場合は不要）
【申請の方法】定住促進奨励金交付申請書に添付
書類を添えて、住宅取得日から1年以内に申請し
てください。申請書や添付書類は市ホームページ
からダウンロードができます。
【申込み・問合せ先】まちづくり支援課
（182‐3910／IP188‐9094）

ご家庭における今冬の節電のお願い

関西電力（株）より今夏以降に
引き続き、広域的な停電を回避す
るため、再度、節電のご協力依頼
がありました。
【節電協力依頼内容】
12月19日（月）～3月23日（金）の平日
午前9時～午後9時の間
10％以上の節電にご協力をお願いいたします。
※12月29日（木）～1月4日（水）を除く
特にご家庭でのご使用が増える夕方以降の時間

帯（午後6時～午後9時）の節電にご協力をお願い
いたします。
なお、節電にあたっては、健康に影響のない範

囲でご協力をお願いいたします。
暖房機器や照明など、消費電力の割合が高い電

化製品の節電をしていただくと効果的です。
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

022-029  11.11.16  4:26 PM  ページ24



国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告
において全額が社会保険料控除の対象となりま
す。平成23年の1月1日から12月31日までに納
付した保険料が対象です。
この社会保険料控除を受ける

ためには、支払ったことを証明
する書類の添付が義務付けられ
ています。
このため、平成23年1月1日から9月30日まで

の間に国民年金保険料を納付された方について
は、「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が本年11月上旬に日本年金機構本部から送付さ
れていますので、年末調整や確定申告の際には
必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してく
ださい。
また、10月1日から12月31日までの間に今年

はじめて国民年金保険料を納付された方につい
ては、来年の2月上旬に送付されます。
なお、ご家族の国民年金保険料を納付された

場合も、ご本人の社会保険料控除に加えること
ができますので、ご家族あてに送られた控除証
明書を添付のうえ申告してください。
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に
ついてのご照会は、控除証明書のはがきに表示
されている年金事務所へお問い合わせください。
日本年金機構桜井年金事務所

（10744‐42‐0033）
控除証明書専用ダイヤル

（10570‐070‐117）
保険年金課（182‐3672／IP188‐9086）

～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

【お知らせコーナー】
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◆農業委員会委員選挙人名簿に登載申請を
農業委員会委員選挙人名簿は、毎年1月1日現

在の有資格者を登載することになっています。
農家組合に加入している人は、農家組合長によ

り登載申請書が配布されます。それ以外の人は、
農業委員会事務局（市役所2階）または大宇陀、
菟田野、室生の各地域事務所へ取りに来てくださ
い。提出の方法は、提出用の封筒に入れていただ
き、農業委員会宛に投函してください。
提出の締め切りは平成24年1月10日（火）【消印
有効】とさせていただきます。
※提出日を過ぎたものにつきましては、選挙人登
録ができませんので、ご注意ください。
【有資格者】市内に住所があり、平成24年3月31
日において、20歳以上で次のいずれかに該当
する人
○10アール以上の農地で、耕作を営んでいる人
○耕作を営む人の同居の親族、または同居の親
族の配偶者であって、年間60日以上耕作に
従事している人
○10アール以上の農地で、耕作業務を営む農
業生産法人の組合員、または社員

◆農業者の皆さん、未来の自分のために農業
者年金に加入しませんか
農業者年金の加入資格は、国民年金の第1号被

保険者で、年間60日以上農業に従事する、20歳
以上60歳未満の方です。
【農業者年金の特徴・メリット】
●農業者の方なら広く加入できる
●少子高齢化時代に強い積立方式
（確定拠出型年金）の年金
●保険料の額は自由（月額2万～6万7千円）に決
められる
●終身年金で80歳までの保証付き
●保険料の全額社会保険料控除など税制面の優遇
措置あり
●認定農業者など意欲ある担い手には保険料の国
庫補助あり

◎農業者年金基金ホームページもご利用ください。
http://www.nounen.go.jp
◆相続等で農地の権利を取得したときは、届
出が必要です
相続や時効取得、法人合併などで農地を取得し

た場合や賃借権を相続したときは、その農地の所
在する農業委員会へ届出をしてください。
農業委員会はその農地を調査し、効率的な利用

が図られないおそれがあるときは、あっせんなど
を行います。
◆農地の無断転用は農地法違反です
農地は農業上大切なものであり、一度農地以外

のものにされると元に戻すことが困難なため、適

農 業 委 員 会 か ら の お 知 ら せ 正な農地転用を行わなければなりません。農地を
転用（住宅用地や道路、山林など農地以外のことに
利用）する場合は必ず許可を受けてください。
許可なく行った行為は農地法違反となり、現状

回復命令や懲役、罰金等厳しい罰則があります。
農業委員会（182‐5781／IP188‐9089）

室生山上公園芸術の森は、次の期
間、冬季休園させていただきます。
来年 から通常どおり

開園します。
【冬季休園期間】
12月29日（木）～平成24年2月29日（水）
企画課（182‐1362／IP188‐9074）、室生山
上公園芸術の森（193‐4730／IP188‐9199）

【火曜日定休日（祝日の場合はその翌日）】

室生山上公園芸術の森冬季休園のお知らせ
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【お知らせコーナー】

動物愛護センターの犬・猫などの捕獲
および引き取り業務について
【年内の捕獲】12月13日（火）まで
【年内の引き取り】12月20日（火）まで
【翌年の業務開始】1月10日（火）から
【捕獲休止期間】12月14日（水）～1月9日（月）
※捕獲等休止期間中は、捕獲箱
の利用ができません。皆さん
のご協力をお願いします。

動物愛護センター（183‐2631）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

護 美 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ
■生ごみ、不燃性ごみ収集業務
【年末】12月30日（金）まで通常どおり
【年始】1月4日（水）から通常どおり
■年末特別ごみの持ち込み受付
○12月29日（木）午前8時30分～12時

午後1時～4時30分
○12月30日（金）午前8時30分～12時

午後1時～3時
※年末は大変混雑しますので、持ち込みされる場
合は、必ず分別して指定袋に入れ、粗大ごみは
粗大ごみシールを貼って持ち込んでください。
護美センター（182‐6521）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

宇陀クリーンセンターからのお知らせ

■生ごみ収集業務
【年末】12月30日（金）まで通常どおり
【年始】1月4日（水）から通常どおり
■年末特別ごみの持ち込み受付
○12月29日（木）、30日（金）
午前9時～12時、午後1時～3時
宇陀クリーンセンター（183‐2296）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

東宇陀クリーンセンターからのお知らせ
■生ごみ収集業務
【年末】12月30日（金）の収集業務は12月29日
（木）に変更となります。

【年始】1月4日（水)から通常どおり
■年末ごみの持ち込み受付
○12月29日（木）午前9時～12時

午後1時～3時30分
○12月30日（金）午前9時～12時
※詳しくは、東宇陀クリーンセンター配布の燃
やせるごみ収集カレンダーをご覧ください。
東宇陀クリーンセンター（192‐2444）
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

し 尿 収 集 の お 知 ら せ

■し尿収集の電話受付
【年末】12月22日（木）で受付終了
【年始】1月11日(水)から受付開始
■し尿収集の業務
【年末】12月29日（木）で搬入終了
【年始】1月16日(月)から搬入開始

年始の振替収集のお知らせ

次の日に振り替えて収集を行います。
【大宇陀地域】金属類の収集対象地域は
1月2日（月）→ に振替収集
1月3日（火）→ に振替収集

【榛原地域】布類・ペットボトルの収集対象地域は
1月2日（月）→ に振替収集
1月3日（火）→ に振替収集

【室生地域】金属類・ビン類・資源ごみ収集対象地域は
1月2日（月）→ に振替収集
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）

生ごみの出し方について

生ごみは水切りを十分に行ってください。水
分が多いとごみが燃やしにくくなります。生ご
みを出される時は、水切りネット等で、十分に
水切りを行ってから、出していただきますよう
ご協力をお願いいたします。
環境対策課（182‐2202／IP188‐9078）
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【お知らせコーナー】
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12月29日から翌年1月3日まで、市の業務は休業となります。
ただし、次の業務は異なりますのでご注意ください。（■は休館日です。）

年末年始の公共施設予約システムの
停止について
公共施設予約システムは、次の期間中、空き状況

の照会のみとなり、仮予約をすることはできません。
【停止期間】12月29日（木）～1月3日（火）
※年始は1月4日（水）午前9時から仮予約をするこ
とができます。
秘書広報情報課（182‐3912／IP188‐9083）

【臨時休館日】12月26日（月）～28日（水）
◎年末年始は休まず営業致します。

次の期間を運休しますので、ご了承ください。

市営有償バス・デマンド型乗合タクシー
運休のお知らせ

※1月4日（水）のデマンド型乗合タクシーの利用は
12月28日（水）の午後5時までにご予約ください。
企画課（182‐1362／IP188‐9074）
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【お知らせコーナー】

地籍調査事業が実施されている土地について
は、未調査地区との課税の均衡上、特例で、調
査後に地積が増大した場合は調査前、減少した
場合は調査後の地積で課税しています。（「特例
課税」と言います。）
また、地籍調査事業自体の事務と費用はもち

ろん、この特例課税自体にも多くの事務と費用
が使われていることと、この課税方法に不公平
感が生まれていることも、前号までにお知らせ
してきました。

◆特例課税の廃止の流れ
奈良県内12市のうち、地籍調査事業を実施し

ているのは、8市です。この8市のうち、4市で
は地籍調査の結果通りの地目、地積で課税（「成
果課税」と言います。）をしています。
宇陀市を含む残り4市は特例課税を実施してい

ますが、成果課税に移行を進めている市が1市あ
り、更に、成果課税への移行を模索している市
も1市あります。
全国の統計でも、「すべて成果課税」している

自治体は82％に上り、一部成果課税が15％、完
全な特例課税は3％に過ぎません。

◆成果課税採用の考え方
成果課税を実施している自治体に照会してみ

ると、「（地籍調査対象地区に）当初から成果課
税すると説明してきた」「（成果課税自体が）特
に不均衡と考えていない」という回答が返って
きました。
また、「市域の一定面積が（地籍調査を）終了

したため、成果課税に移行した」という自治体
もありました。逆に「（地籍調査が）いつ終了す
るか不明なのに、いつまでも特例課税を続けら
れない。逆の不均衡（不公平感）と煩雑な課税
事務が増大するだけ」という回答もありました。

◆宇陀市の今後について
これらの現状を見て、宇陀市の固定

資産税の課税はどうあるべきでしょう
か。（続く）

税務課（182‐1306／IP188‐9072）

固定資産税の課税対象は毎年１月１日現在の所
有資産です。
家屋の全部（一部）を本年中に取り

壊された場合は、税務課へ取り壊し届
の提出が必要です。また、5月に納税
通知書とともに送付しています課税明
細書に過去に取り壊されたものがない
かなど再度ご確認をお願いします。
【持参物】印鑑、固定資産課税明細書
税務課（182‐1306／IP188‐9072）

家屋を取り壊したときは年内に届け出を！

公的個人認証サービスに必要な電子
証明書の発行について
平成24年度から、電子証明書発行業務の取り扱い

が本庁のみとなります。
大宇陀・菟田野・室生地域事務所での電子証明書

発行業務は平成24年3月30日の午後5時00分で終了
となりますのでご注意ください。

※システム上、発行手続きの途中であ
っても午後5時00分をもって手続きを
中断させていただくことになります。
時間には余裕を持ってお越しください
（所要時間約30分）
なお、住民基本台帳カードの交付申

請については、平成24年度以降も引き続き大宇陀・
菟田野・室生地域事務所で受け付けます。
ご不便をおかけして申し訳ありませんが、ご理解

とご協力のほどよろしくお願いいたします。
市民課（182‐2143／IP188‐9076）

地方税の公平・公正を確保し、納税
者の信頼を守るため、12月を市町村
税・県税の一斉滞納整理強化期間に
設定し、市町村と県が協働して、差
押え等をはじめとする滞納整理に集
中的に取り組んでいます。
徴収対策課（182‐3643／IP188‐9085）
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おしらせ

毎月 と と に内容が更新されます

【お知らせコーナー】

◎問い合わせ電話番号について
市内には、市外局番が0743の地域と0745の地域が

あります。
※市外局番0743の地域の方は、市外局番が表記されて
いない場合は、市外局番0745をつける必要があります。

※番組表はすべて開始時間です。放送内容によっては、終了時
間が早くなる場合がありますが、次の番組開始までお知らせ
（静止画）が放送されます。また、番組内容及び放送時間は予
告なく変更される場合があります。ご了承ください。

自主放送スタジオ（182‐2497）

宇陀市議会12月定例会のお知らせ

議会事務局（182‐5771／IP188‐9082）
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第9回　織田家菩提寺
ぼ だ い じ

「徳源寺
と く げ ん じ

」を知っていますか？
寛永8（1631）年、宇陀松

山藩第2代藩主 織田高長
た か な が

は、織田家の菩提寺とし
て岩室

いわむろ

村（大宇陀岩室）に
徳源寺を建立した。菩提
寺とは、代々藩主の位牌
を納める寺のことである。

高長はこの徳源寺を建立するにあたって、京都北
野の古寝殿（本堂）を移築したと伝えられる。宇陀
郡史料によれば、「當時

と う じ

に於ける本郡寺院としては
輪奐
りんかん

の美、風光の致をことごとし、感力の　なる
他に及ぶものなかりし」と記されている。すなわ
ち、徳源寺は建物（本堂・宝蔵・
唐門
からもん

など）が壮大で光輝き美しく、
寺からの景観（藩主屋敷や松山の
町が一望）も極まっていて、その
印象は宇陀の寺院の中では最高で
あったことが想像される。昭和12（1937）年まで創
建当時を偲ぶ華麗で堂々とした風格の唐門が残さ
れていたが、現在は愛知県犬山市の有楽

う ら く

苑に再移

築されている。
徳源寺には、現
在も宇陀松山藩
の4代に渡る藩主
の位牌と織田家
廟が残されてい
る。当時の宇陀松山藩の記録には、藩主の「徳源
寺登山」という記述が登場する。参勤交代により
江戸から宇陀松山に帰着したときや、新年の年頭
に、藩主が重臣を先導役に従えて徳源寺に参詣し
たことが記されている。
宇陀松山藩は「宇陀崩れ」によって丹波国柏原

かいばら

（兵庫県丹波市柏原）へ移封となった。柏原では、
織田家柏原藩として信武の子信休

のぶやす

が初代藩主とな
り明治まで続いた。ただ、柏原藩の菩提寺徳源寺
（宇陀松山藩と同名）は明治の廃仏毀釈

はいぶつきしゃく

の影響で建
物はなくなってしまった。現在でも柏原の方が古
里「宇陀松山」を訪ねて観光に来られるが、その時
はまず最初に徳源寺へ参詣すると聞いている。今
も昔も多くの人の思いが交差する徳源寺である。

今月号の「織田家宇陀松山藩をたどる」シリーズは、菟田野中学校の山本雅則教頭先生に紹介してい
ただきました。

市では歯科医師会と協力して、学童のむし歯予防に努めています。
むし歯予防活動の一環として、児童・生徒の歯科保健の普及向上のために「むし歯

予防のポスター」を募集しました。今年度の入賞作品は下記のとおりです。（敬称略）

平成23年度　歯・口の健康に関するポスター入賞作品

【小学校（低学年の部）】

●最優秀賞

●優秀賞

●最優秀賞

●優秀賞

【小学校（高学年の部）】

植松和奏（榛原小2年）

佐々岡涼葉
（大宇陀小2年）

浦詩織（榛原西小2年）

豆　美月（榛原東小5年）

中島萌（榛原小6年）

林出菜月
（室生西小6年）

●最優秀賞

●優秀賞

寺澤佳子
（菟田野中3年）

松尾利紗
（榛原中1年）

西田奈未
（菟田野中2年）

【中学校の部）】

●優秀賞

●優秀賞

【左から信雄
の ぶ か つ

、高長、長頼
な が よ り

、信武
のぶたけ

の位牌、
右：織田家廟】

［徳源寺］

［唐門］

【訂正とお詫び】広報うだ11月号掲載の、織田信長の長男「忠長」は、「信忠」の誤りでした。訂正しお詫びいたします。
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